
 

グループ名 栗っこ English Team 

研究テーマ 外国語教育の充実に向けて～栗っこ English Team の一試み～ 

分   野 

授業力向上 

(対象校種) 小学校 

(対象教科) 外国語活動 

研究のねらい 

教員の外国語活動の軽減および授業スキルの向上を目的とした実践に取り組む

ことにより,外国語教育の充実を目指す。 

研究・活動の概要 

来年度から始まる外国語の教科化に向けて,全学年,全クラスが研究として 1 つ授業を提供し, 

英語専科教諭をコーディネーターとして,指導案の検討,実践授業にあたった。学校OJTを核とし,

「OJT サポート事業」や「外部講師」を活用し,授業の在り方,流れ,外国語活動の様々な取組につ

いてご指導をいただいた。 

また,コーディネーターを中心に,担任が進める授業の在り方を探り,低学年や中学年でも行え

る 1 年間の外国語授業の流れを確立させた。 

昨年度に引き続き,「PDCA サイクル理論」を用いて,実践授業を行い,その結果を教育課題研究

会で発表した。 

成果と課題 

成果 

・校内 OJT の充実という視点から外国語活動専任教員を中心とした授業研究は有効であった。継

続して全学年が授業を行うことにより,指導力の向上につながったように思う。ALT を有効活用

し,様々な場面で児童がネイティブな英語に触れる機会を多く持つことができた。 

・PDCA サイクル理論に基づく授業研究と仙台市教育センター「OJT サポート事業」や外部講師を

積極的に活用することにより,校内研究を促進させた。 

課題 

・外国語活動の教科化に向け,授業内容・指導方法の充実を図ることはできたが,今後他教科や校

外への応用をしていく必要があると感じた。 
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